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対 策 

「避難行動要支援者」とは 

 大地震や風水害などの災害が発生したときなど、安全な場所への避難が必要な場合に、自

分や家族の力だけでは避難できない人たちのことをいい、また、避難所での生活において大

きな困難があるなど、まわりの人の手助けや、特別の配慮が必要な人たちも含む。 

避難行動要支援者の『個別避難計画』とは 

・過去の大災害の経験を踏まえ、地震や台風などの災害がおきた時に、高齢者や障がい者な

どひとりでは安全に行動ができない方を共助の仕組みの中で円滑に支援できるように、

避難支援や安否確認に必要な情報をあらかじめお一人おひとり個別に計画としてまとめ

ておくものです。 

・令和３年に災害対策基本法が改正され『個別避難計画』の作成が市町村の努力義務とな

り、浪速区においては「浪速区個別支援プラン」として作成に取り組んでいます。 

    対策                           

  防災における基本理念として、「自助・共助・公助」という言葉がしばしば使われる。自助とは、家庭

で日頃から災害に備えたり、災害時には避難したりするなど、自分で守ることをいう。共助とは、地域の

方々と消火活動を行い、避難行動要支援者（以下、要支援者という。）を援助するなど、周りの人たちと

助け合うことをいう。そして、公助とは、市役所や消防・警察による救助活動や支援物資の提供など、公

的支援のことをいう。 

 災害時には、自助・共助・公助が互いに連携・協力することで、被害を最小限にできるとともに、早期

の復旧・復興につなげることができる。また、それぞれにおいて日頃から災害に備えることで、減災につ

なげることができる。 

 本章では、それぞれにおいて取り組むことが望ましいこと、取り組むべきことについて記載する。 
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対 策 

Ⅲ－１ 自分の命は自分で守る・・・自助 

   日頃の備え                                          

  被害を小さくするためには、日頃からの備えが大切である。自分の住む地域、勤務先、通学先で、

どのような災害が起こりうるかなどを調べた上で、身の回りの安全について、個人、家族で考えて

おくことが重要である。以下、『市民防災マニュアル』の内容を中心に記載する。 

 

【考えておくこと、話し合うこと】 

□ 家族一人ひとりの役割を決める 

例：火を消す、出入口を確保する、非常持ち出し品を確認する、消火器などを準備する 

□ 危険箇所をチェックする 

家の内外の危ない場所は、修理や補強について話し合う 

□ 「非常持ち出し品」と「非常備蓄品」をチェックする 

 ●非常持ち出し品 

 

●貴重品 ●衛生用品

　□脱脂綿　　□ばんそうこう 　□モバイルバッテリー 　□ラップ（止血・食器覆い用）

　□手洗い洗剤

　□懐中電灯（できれば1人に1つ）

　□ローソク

非常持ち出し品

※1　簡易トイレには排便処理セットを含む。

　□現金（公衆電話用に10円玉も）

●飲料水・非常食

　□缶入り乾パン

　□飲料水（500mlペットボトル）

●救急袋

　□毛抜き　　□消毒薬

　□ガーゼ（滅菌）　　□包帯

　□三角巾　　□常備薬・持病薬など

　□マスク　　□アルコール消毒薬

　□体温計　　□台所用洗剤

●生活用品

　□携帯電話の充電器

　□ライター　　□十德ナイフ

　□軍手・手袋　　□ロープ

　□簡易トイレ※1　　□トイレットペーパー

　□ティッシュペーパー

　□レジャーシート

　□サバイバルブランケット

　□タオル　　□ウエットティッシュ

　□筆記用具　　□油性マジック（大）

　□布製ガムテープ　　□ポリ袋

　□歯ブラシ・歯磨き粉・洗口液

●情報・照明

　□携帯ラジオ

 

 

1. 
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対 策 

●家庭に備えておくもの 

 

●個人や家族の事情にあわせ備えを検討するもの 

 

●飲料水・非常食 　□皿（紙・ステンレス） 　□新聞紙（保温・火種などに）

　□飲料水（1人1日３ℓ目安に） 　□スプーン　　□フォーク 　□使い捨てカイロ

　□非常用給水袋・給水タンク 　□わりばし

　□アルファ米　　□乾パン 　□コップ（紙・ステンレスなど） ●その他

　□パン缶　　□インスタントラーメン 　□卓上コンロ　　□ガスボンベ 　□ブルーシート

　□缶詰　　□レトルト食品 　□固形燃料　　□鍋　　□やかん 　□キャリアカート（給水所からの給

　□スープ　　□味噌汁　　□塩 　□石鹸　　□簡易トイレ※1 　　　水袋や給水タンクを運ぶ際に使

　□ビスケット　　□キャンディ 　□歯ブラシ・歯磨き粉・洗口液 　　　用）

　□チョコレート 　□ドライシャンプー 　□布製ガムテープ（荷物の整理・

　□トイレットペーパー 　　　止血・ガラス等の補修）

●衣類 　□ティッシュペーパー

　□上着　　□下着　　□靴下 　□ウエットティッシュ

　□マスク　　□アルコール消毒液

●生活用品 　□懐中電灯　　□予備電池

　□タオル　　□バスタオル 　□携帯電話の充電器

　□毛布　　□雨具　　□ラップ 　□モバイルバッテリー

　□アルミホイル 　□安全ピン

非常備蓄品

※1　簡易トイレには排便処理セットを含む。

避難後に少し余裕がでてから安全を確認して自宅へ戻り持ち出したり、自宅で避難生活を送るうえで必要なもので、

救援物資が届くまで１週間程度、自足するつもりで備えましょう。

ふだんから食べなれた常温保存が可能な食品を、少し多めに買い置きし、非常時に役立てましょう。

ローリングストック法で買い置きすると、ふだんから食べなれた食品を「非常食」にすることができます。

必需品・貴重品類 赤ちゃん用品 高齢者用品
　□預貯金通帳　　□運転免許証

　□鍵（自宅・車等）　　□健康保険証

　□粉ミルク　　□哺乳瓶　　□離乳食

　□おやつ　　□スプーン　　□着替え

　□高齢者手帳

　□予備メガネ

　□マイナンバーカード

　□パスポート・在留カード・特別永住者証明書

　□お薬手帳　　□義歯

　□支援プラン（1人で避難することに不安がある方）

　□予備メガネ・コンタクトレンズ等

　□洗浄綿　　□紙おむつ　　□ガーゼ

　□毛布　　□バスタオル　　□おしりふき

　□おんぶひも　　□玩具　　□母子手帳

　□ベビーカー

　□おむつ

　□看護用品

　□着替え

　□持病薬

　□おしりふき

※1　簡易トイレには排便処理セットを含む。

リュックサックなど両手が自由に動かせるものに入れておき、いつでもすぐに持ち出せる場所に置いておきましょう。

家族構成を考え必要最小限に絞り込み、一度背負ってみましょう。また、少なくとも年に一度は点検しましょう。
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対 策 

 

 

 

自宅（在宅）避難について 

災害発生時、学校などの避難所の環境は決してよいものではありません。感染症の拡大等

を予防するためにも、自宅の被害が少なければ住み慣れた家で避難生活を送ることができる

ように、普段から対策に取り組みましょう。 

  安全な自宅での「自宅（在宅）避難」や、親戚宅・知人宅などへの「分散避難」につい

て、予めご検討をお願いします。 
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対 策 

 

□ 防災用具をチェックする 

   消火器や救急箱を確認、使い方などを覚えておく 

□ 家族がそれぞれ外出中の連絡手段（電話・メール不通時）を決めておく  

      □ 災害用伝言ダイヤル「１７１」 

      □ 災害用伝言板「Ｗｅｂ１７１」 

      □ 携帯電話会社の災害用伝言板サービス   

□   その他（                   ） 

□ 安否確認の方法を決める 

  家族と連絡が取れず、安否不明の際の一時的な避難場所や落ち合う場所を決めておく 

□ 個人の記録（「そなえカード」など）を作成する 

持病、かかりつけの病院名・所在地・電話番号、服用している薬の控えなどがあれば、かかり

つけの病院が被災したときなど、区役所などによる他の病院の紹介がしやすくなる。 

□ 避難するとき、手助けが必要かの確認 

□ 手助けしてくれる人がいるかの確認 

     ※手助けしてくれる人との連絡手段を決めておく。 

      ※手助けしてくれる人が、被災したときのことも考えておく必要がある。 

※要支援者のリストを作成し、支援体制を確立する取組みを進めている地域もあるので、お

住まいの地域活動協議会（連合振興町会）に確認すること（分からない場合は、保健福祉

課 電話６６４７－９８５９ にお問い合わせください）。 

□ デイサービスなど、日ごろ、福祉施設・団体等の支援を受けている場合、その控え 

※施設・団体の名称、所在地、電話番号、支援内容を記しておくと、施設・団体が被災した

場合、区役所などによる、同種の支援施設・団体の紹介・手配がしやすくなる。 

□ 職場と従業員の連絡手段（電話・メール不通時）の確認 

      □ 災害用伝言ダイヤル「１７１」 

     □ 災害用伝言板「Ｗｅｂ１７１」 

     □ 携帯電話会社の災害用伝言板サービス 

        □ その他（                    ）   

□ 職場で待機するための対策の確認  

        □ 水、食糧品などの備蓄  

      □  建物の耐震化  

      □ 棚・備品の固定など建物内の安全確保 
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対 策 

 

 

□ 職場での、自身が待機するための対策、どうしても帰宅しなければならない場合の対策  

        □ 水、お菓子など食糧品の備蓄 

      □  安全な帰宅ルートの確認 

         □ スニーカー、水など長距離を歩く備え  

 

以上に加えて、災害別対策について以下に示す。 

Ａ 地震 

□ 浪速区において想定される、もっともゆれが大きい地震の確認 

  「Ⅱ－１ 地震」（Ｐ２～）を参照 

□ 住居の建築年月の確認 

    ※1981 年 6 月 1 日以降の耐震基準を満たしているか。満たしていても、老朽化が進んでい

ないか。必要に応じて耐震診断を受ける必要がある。 

□ 家具や家電製品の固定 

※居間（リビング）・寝室など、日常、よく居る部屋の家具や家電製品を固定する。 

※玄関や掃き出し窓までの脱出経路を考えた固定をする。 

※固定できない場合は、配置換えをする。 

□ 塀など外構の補強 

※ 塀が倒れると、地域の人が避難できない。また、緊急車両が通行できず、救助活動がで

きない。補強するなど安全対策が必要である。  

□ 家族の安否確認、救助が必要なときの連絡先の確認 

  □ 地震発生後、避難が必要な場合の、地域の人たちとの一時的な集合場所または一時避難所（広

場、公園、学校のグラウンドなど）の確認 

□ 家が被災した場合の避難所（学校など避難所、親せき・知人宅など）の確認 

 □ 大阪防災アプリ（大阪市防災アプリ）（浸水想定図、避難場所、避難ビルなど）等の活用 

   

Ｂ 風水害 

Ｂ－１ 津波 

□ 住まいの地域で、津波災害が起こりうるかの確認 

  「Ⅱ－２－１ 津波」（Ｐ１４～）を参照 

 □ 避難先 

    ※津波警報、大津波警報が、気象庁から発表されれば、湾岸の地域に避難勧告・避難指示を

大阪市から発することとなっている。 

※テレビ、ラジオ、インターネット、防災スピーカー、広報車、防災情報メール（『おおさ

か防災ネット』で事前登録が必要）、携帯電話会社の緊急速報メールサービス（対応機種

のみ）により情報収集し、津波避難ビルの３階以上、または、３階に相当する高い場所へ

避難する必要がある。 
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対 策 

※避難する際は、地域の人たちと、正確な情報の収集・共有、助け合いの行動が必要である。 

 

Ｂ－２ 河川氾濫（はんらん） 

□ 住まいの地域で起こりうる河川氾濫と、川の名称の確認 

  「Ⅱ－２－２ 河川氾濫」（Ｐ１７～）を参照 

□ 避難先（避難ビル・避難場所） 

    ※氾濫のおそれがある場合、気象庁や河川管理者から発せられる情報をもとに、避難準備

情報、避難勧告・避難指示を大阪市から発する。 

※テレビ、ラジオ、インターネット、防災スピーカー、広報車、防災情報メール（『おおさ

か防災ネット』で事前登録が必要）、携帯電話会社の緊急速報メールサービス（対応機種

のみ）により情報収集し､適切な行動をとる必要がある｡ 

※避難先としては、できる限り、非木造の堅い建物の３階以上とし、３階まで浸水する場合

は、屋上や４階以上とする。 

※避難の際は、溝に注意が必要である。また、川には絶対に近づかない、川などの様子を見

に行かないという心がまえが必要である。 

※水位が高くなり、避難が困難な場合は、無理せず、自宅の上の階へ避難する。 

 

Ｂ－３ 内水氾濫 

□ 住まいの地域で、内水氾濫が起こりうるかの確認 

  「Ⅱ－２－３ 内水氾濫」（Ｐ１９～）を参照 

     ※土地が、まわりの土地とくらべて低い場合は、内水氾濫が起こるおそれがある。 

    ※浸水被害を繰り返すようであれば、排水設備や下水道などに不備がある可能性もあるの

で、排水設備業者や大阪市建設局津守工営所（電話６５６７－６４９５）へ連絡する。 

□ 避難先 

※内水氾濫は、下水道施設の能力を超える大雨が降った場合に起こるおそれがあり、市内で

は、２メートルの深さに達する地域も想定される。 

※大雨の場合は、河川氾濫のおそれもあり、天気予報や、市役所・区役所からの避難情報を、

よく確認する必要がある。 

※情報収集・避難については、河川氾濫と同じである。 
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大阪防災アプリ（大阪市防災アプリ） 

スマートホン等にインストールすることで、災害時に必要なさまざまな情報をはじめ、災害に

備えるための情報も得ることができるアプリケーションです。積極的に活用しましょう。 

 

 

 

 


